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岩手県新型コロナウイルス感染症対策に係る知事メッセージ等について 

本日、岩手県新型コロナウイルス感染症対策本部第 58回本部員会議が開催されましたの

で、関係資料を送付いたします。 

 つきましては、貴会等におかれましても、本会議での報告内容や知事メッセージ等につ

いて御了知いただき、会員等の皆様へ一層の感染対策や産業支援等に御尽力いただくこと

についての周知徹底に御協力くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

担当：商工企画室 管理課長 藤枝 

電話：019-629-5526 



 

新型コロナウイルス感染症対策本部 第 58 回本部員会議 

知事メッセージ（令和４年７月８日） 

 

 

県内の感染状況は、５月 30 日の岩手緊急事態宣言解除以降、新規感染者数が

減少していましたが、今週に入り、新規感染者数の今週先週比が 1.0 を超えるな

ど感染者が増加しています。 

 

全国においても、全ての都道府県で新規感染者数が、一週間前と比較し増加に

転じ、多くの地域で新規感染者数が倍増しています。 

 

県内では、教育・保育施設や高齢者施設等におけるクラスターのほか、部活動

などスポーツ活動によるクラスターも確認されており、引き続き、感染の流行が

継続しています。 

 

また、県内においても、オミクロン株の B A
ビーエー

. 5
ファイブ

系統による感染が、昨日確認

されました。 

 

感染対策の徹底が、感染拡大の防止につながります。 

県民の皆様には、これまでと同様、手指衛生、換気などの基本的な感染対策の

徹底の継続をお願いします。 

 

マスク着用は、熱中症予防の観点も踏まえ、会話の有り無し、周りの人と離れ

ているかどうか、屋内か屋外かなど、場面に応じて上手に使い分けしましょう。 

 

会食時も、会話の時はマスクの着用をお願いします。 

 

ワクチン接種は、現時点で９月 30 日までとなっております。ワクチン接種希

望の方は、早めの接種をお願いします。 

 

これから、夏休みを迎えるほか、お祭りやイベントなどが多く開催されます。

県民の皆様には、引き続き、基本的な感染対策を徹底して頂き、社会活動、経済

活動を行っていきましょう。 
 

 

令 和 ４ 年 ７ 月 ８ 日 

岩手県知事 達増 拓也 



 

 

           新型コロナウイルス感染症患者に係るゲノム解析結果について 

１ ゲノム解析結果                                                           

  ６月１日から７月４日に公表した新型コロナウイルス感染症事例のうち 12件についてゲノム解析した結果、３件のオミクロン株（BA.5）

が確認されました。 

※ ゲノム解析は、新型コロナウイルス感染症と確認された事例について実施するが、検査可能数が限られる。概ね５日前後で結果が判明する。 

※ BA.5 の検体は、いずれも 6月 28日～７月 4日にかけて公表した患者のもの。 

２ 今後の対応                                                       

環境保健研究センターにおいては、12～24件／週のゲノム解析を継続して実施します。 

 

＜参考：オミクロン株（BA.5系統）の特徴に関する知見＞ 

現在、日本では引き続き BA.２系統が主流である。世界における BA.４系統及び BA.５系統の占める割合が増加しており、これらの系統は BA.２系

統と比較して感染者増加の優位性が示唆されている。世界的には、BA.4系統及び BA.5系統へ置き換わりつつある中で、陽性者数が増加傾向となっ

ている。なお、BA.4系統及び BA.5系統の感染力に関する明確な知見は示されていない。 

WHOレポートでは、複数の国から集積した知見によると、BA.４系統及び BA.５系統に関して、既存のオミクロン株と比較した重症度の上昇は見ら

れないとしている。 

〔89回（令和４年６月 30日）新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード 資料１より抜粋〕 
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ゲノム解析の結果（環境保健研究センター）
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新型コロナワクチンの３回目接種の進捗状況等について 

１ ワクチン接種の概要                                    

⑴ ７月４日時点において、全人口約 122万 1千人に対する３回目接種率は 69.2％で、全国の接

種率（61.6％）を上回っている。 

⑵ 高齢者の３回目接種率は 92.0％で、全国の接種率（89.9％）を上回っており、９割を超える

方への接種が終了したところ。 

２ ３回目接種の状況                                    

⑴ 全人口に対する３回目接種率は約７割となっており、年齢別でみると、50代以上で約８割と

なっているが、40 代以下では７割を下回り、年齢が下がるにつれて接種率は低くなっている。

【表１】 

⑵ なお、県内の６月 30日から７月６日までの新型コロナウイルス感染症の患者数を年齢別でみ

ると、10歳未満から 40代までが約８割となっている。【参考】 

⑶ 厚生労働省の公表資料によると、１・２回目接種後にワクチンの効果は時間の経過とともに

低下するとされているが、３回目接種を受けることにより、発症予防効果や入院予防効果が回

復するとされていることから、40代以下の方々も含め、接種を希望する方は、早期の接種を検

討いただきたい。 

⑷ また、新型コロナワクチンの臨時接種の実施期間は、現時点で９月 30日までとされているこ

とから、現役世代や若年世代の方々は、仕事や学校行事等のスケジュールを踏まえ、タイミン

グをみて接種いただくようお願いしたい。 

【表１】年齢別の３回目接種率（7/5時点）                     （単位：％） 

年代 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 100～ 全体 

３回目接種率 44.5 54.3 56.7 66.3 79.2 85.8 94.7 91.8 96.1 94.5 69.2 

 ※10 代は、接種対象である 12～19 歳人口に対する接種率を記載。 

 

 

３ 今後の県の対応                                     

 接種後の副反応に不安を持つ方もいらっしゃることから、ワクチン接種に関する情報を正しく

理解していただくよう、引き続き、県の専門相談コールセンター（0120-89-5670、土日祝日を含

む 24時間対応）において医学的相談に対応するとともに、ホームページやＳＮＳを通じ、安全性

や有効性、副反応に関する一層の情報発信を行っていく。 
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10歳未満から 40代までの患者数が約８割を占める 

 

 

 

【参考】新型コロナ患者の年齢構成（6/30～7/6） 

 


















